
株式会社HBAと包括連携協定を締結

　12月2日（火）、北海道大学と株式会
社HBAは、北海道内の地域課題や社会
課題を主体的に発見・解決できる「ソ
ーシャルアントレプレナー（社会起業
家）」の育成を目的として、包括的な
連携協定を締結しました。
　調印式には、株式会社HBAからは
白幡一雄代表取締役執行役員社長、高

野 達経営企画本部副本部長、南　大
介経営企画本部経営企画室チーフエキ
スパート、北海道大学からは寳金清博
総長、瀬戸口剛理事・副学長、小野裕
之産学・地域協働推進機構スタート
アップ創出本部長が出席し、白幡代表
取締役執行役員社長と寳金総長からそ
れぞれ、今後の意気込みが述べられま

した。 
本連携によるソーシャルアントレプ

レナー育成を進めることで、次世代を
担う学生や社会人が、地域に根ざした
実践的な学びを通じて課題解決に挑む
機会を創出します。

（社会共創部産学連携課）

協定書を手にする白幡代表取締役執行役員社長（左）と寳金総長（右）

北海道大学創基150周年記念募金（北大フロンティア基金）

　北海道大学は、創基130年を機に、教育研究の一層の充実を図り、これまで以上に自主性・自立性を発揮して大学として
の使命を果たすため、平成18年10月に北大フロンティア基金を創設しました。
　奨学金制度の充実や留学生への支援などの学生支援を中心に、研究支援、学部等支援など様々な事業を行っており、息の
長い募金活動をすることとしています。
　2026年、北海道大学は創基150周年を迎えます。次の150年を見据えた記念事業のため、2023～2026年度の4年間、北大フ
ロンティア基金は「創基150周年記念募金」として、皆様からのご寄附を募集しております。

皆様には基金の趣旨にご賛同いただき、ご協力をお願いします。

　11月は692件499,152,709円のご寄附を賜りました。この結果、北大フロンティア基金は創設以来の累計寄附額が100億円を
超えることができました。そのご厚志に対しまして感謝を申し上げますとともに、同意をいただいている方々のご芳名を掲
載させていただきます（五十音別・敬称略）。

＜ご寄附状況＞

医療法人社団恵庭南病院、一般財団法人協済会、工学部土木工学科第45期卒有志一同、弁護士法人佐々木総合法律事務所、市立千歳市民病院、

株式会社シン技術コンサル、株式会社スターコンサル、医療法人スワンアイクリニック、医療法人たかはし内科消化器内科、

株式会社東急百貨店、中銀インテグレーション株式会社、株式会社日立プラントサービス、FORBITO、医療法人社団ふるや内科、

株式会社マサヤホールディングス、株式会社三井住友フィナンシャルグループ、三菱重工環境・化学エンジニアリング株式会社

寄附者ご芳名（法人等）

寄附者ご芳名（個　人）

北大フロンティア基金創設時累計 （11月30日現在）／57,939件 　10,071,316,608円
うち、北海道大学創基150周年記念募金累計 （11月30日現在）／20,892件 　3,907,548,051円
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LSTCと「先端半導体のユースケース創出を目指す
産官学連携と人財育成シンポジウム」を開催

講演を行う東氏

講演を行う益氏

講演を行う川添氏

シンポジウムの様子

　12月1日（月）、技術研究組合最先端
半導体技術センター（LSTC）との共同
主催で、「先端半導体のユースケース
創出を目指す産官学連携と人財育成シ
ンポジウム」をフロンティア応用科学
研究棟鈴木章ホールで開催しました。
　半導体はAI・自動運転・次世代通
信などの基盤として、近年その重要性
が世界的に再認識されています。なか
でも、微細化・高性能化・省電力化が
進む先端半導体の開発・製造をめぐる
国際競争は激化しており、日本では
Rapidus株式会社による2nm世代の先
端ロジック半導体の開発・製造に注目
が集まっています。こうした潮流を踏
まえ、本シンポジウムは先端半導体の
将来的な活用（ユースケース）に焦点
を当て、産業・科学技術の観点からそ
の有用性と課題を共有する場として企
画しました。
　来賓として、東　哲郎氏（LSTC理
事長／Rapidus株式会社取締役会長）、
益　一哉氏（LSTC人財育成検討委員
長）が登壇し、先端半導体のエコシス
テム確立に向けたLSTCや産官学の役
割、人財育成の重要性について述べら
れました。続いて、経済産業省の小野
尭之氏（商務情報政策局情報産業課デ
バイス・半導体戦略室室長補佐）及び
文部科学省の髙木　歩氏（高等教育局
専門教育課課長補佐）より、両省の半
導体関連政策が紹介されました。
　基調講演では、川添雄彦氏（NTT株

式会社チーフエグゼクティブフェロー）
より、「AI技術の急速な進展と、それ
を支える最先端技術について」と題
し、講演いただきました。続いて、寳
金清博総長から大学が果たすべき役割
を、山口淳二総括理事・副学長（半導
体フロンティア教育研究機構長）から
本学における半導体教育・研究推進の
取り組みを紹介しました。

専門家講演では、田上英樹氏（地経
学研究所主任客員研究員）が産業メガ
トレンドの視点から、宮田辰彦氏（株
式会社日立製作所社会システム事業部
テレコム・ユーティリティソリューショ
ン本部AIトランスフォーメーション推
進部担当部長）が同社における事例か
ら先端半導体のユースケースや生成AI
の活用と展望について講演がありまし
た。また、農学研究院の野口 伸教授
からAI・ロボットを活用した農業DX
の具体例を紹介し、先端半導体による
価値創出が各分野で進むことを示しま
した。
　最後に、村山明宏副理事よりLSTC
と本学との連携による半導体人財育成
の展望について紹介を行い、シンポジ
ウムは盛況のうちに幕を閉じました。
学内外から200名を超える参加者が集
まり、ユースケース創出を目指す産官
学の連携と人財育成の重要性を共有す
る有意義な機会となりました。

（経営企画本部企画課）
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